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中村美亜先生聞きとり	
 

【参加者】	
 

l 工作工房でのセミナーにも参加したが、

一泊すると普段は見えない他の人のい

ろんな面が見えてきてよかった。 

l ふだんは大学生同士でいろんなことを

やっている。これまで社会人の方と出会

う機会がなかったのでいい体験になっ

た。 

l 仕事に戻っても、ここでの思いを大切に

してやっていきたい。 

l ふだんは一人でプロジェクトに取り組

んでいるが、今回はいろんなジャンルの

人たちが大勢で一つのことを考える面

白さを体験することができた。 

l 一つ一つの体験がいい刺激になった。自

分が住んでいる地域でも同じような課

題がある。そこでの自分の生き方にも生

かせるものだったと思う。 

l 純粋に楽しかった。頭も活性化した。 

l 楽しく過ごすことができた。八女の事例

を通して、問題点を問題でないように変

えていく着想の仕方を学んだ。 

l 福岡市で生まれ育ったので、地域の課題

の解決を考えろと言われても上滑り感

があった。今回は二日間という短い期間

であったが、地域の人の話がしっかり聞

けて充実していた。 

 

l ふだんはシステムのことばかりやって

いる。システムを押しつけてもダメで、

人と人とのミクロな関係からやってい

くことが大切だと改めて考えた。 

l 大学の授業内でやっていてもピンとこ

ないことが多かったが、人生経験の豊か

な人たちと、地元の人と話をしながらや

れたのはよかった。 

l 大橋さんの情熱や、稲刈りの作業からイ

ンスパイアされた。アイディアの水脈が

見えた。 

l ワークショップにはよく参加するが、上

滑り感のあるものも多い中で、今回の合

宿では、じっくり考えることができた。

会う方が素晴らしく、皆さんが心を開い

て話してくれてよかった。これは朝廣先

生、小森さんの 20年にわたる地域との

関わりがあったが故に実現したものだ

と思う。長年の地道な取り組みに敬意を

表したい。地元でキーになる人は大切だ

が、外から訪問する人も大切で、両者が

チームとしてやっていくことが大事だ

と思う。 

l 経験の搾取にならないように、頑張って

いきたい。 
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【スタッフ】 

l たくさんの人と交流できてよかった。 

l それぞれの人のキャラクターが見えて

きて面白かった。 

l 先が見えない形で始めたが、いいスター

トが切れた。ぜひアイディアを実現して

いきたい。 

l 最初は課題を設定しないで、自由に散策

する方が良いのではないかと思ったが、

一泊二日というスケールでは、これくら

いの方がよかった。ワクワク感を保った

ままプロジェクトをやっていきたい。来

年も、ぜひもう一度合宿をやりたい。 

l タイトなスケジュールの中で現場体験

（村入り）を入れるかどうか少し迷った

が、やはり入れてよかった。これまでも

ポリシーとしてやってきたが、たとえ２

〜３時間でも、村入りはやる価値がある。

合宿のあちこちに、コーディネートの技

術がふんだんに散りばめられていたこ

とにも気づいてもらえたら嬉しい。小森

の取り組みがあってのことで、普通はな

かなか心を開いてもらえない。地元の人

たちとコラボしながらやっていくこと

の大切さを知ってもらいたい。今回の合

宿では、これまでリクルートしてこなか

った人たちに来てもらうことができた。

次の新しいものが生まれる出発点にな

ったと思う。 

l 始まる前は「勉強してさようなら」では

失礼だと思っていたが、知恵を出すこと

も貢献、出会うことも大切だと思った。

地域に入っていくことの大切さを改め

て思った。アイディアでお返ししていき

たい。今回は、自分と地域の間、自分と

他の人との間に、とてもいいものが流れ

た。合宿に参加する前よりも、みんなこ

とを好きになっているのは良いことだ。

信じて任せることの大切さを感じた。 

l 企画段階ではいろいろと不安も多かっ

たが、ほっとしている。朝廣先生、小森

さんのこれまでの取り組みのおかげで

ある。ぜひ提案されたアイディアを、こ

れから実現していきたい。 

 


